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先般、村民を多数雇用していただいている、新福舟株式会社藤田高
尚代表取締役と役場ＯＢの村元博敏氏から新年の表敬を受けました。
今後とも、村当局としましても全面的な相互理解と協力体制を維持し
てまいります。

先般、東目屋中学校との統合に尽力いただいた田村巌教育委員長職
務代行の後任に、ご子息が弘前学院聖愛の野球部エースとして活躍し
ている山下順子氏に教育委員として就任いただきました。これから教
育行政の推進に手腕を発揮していただきます。

先般、長年にわたり代表監査委員に尽力いただいた村上義雄氏の後
任に、役場ＯＢの三上博文氏に議会満場一致の信任を得ての就任をし
ていただきました。健全財政の堅持に努力している村政運営のチェック
機能を宜しくお願いします。
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西目屋村 2月号トピックス

健康長寿で生涯現役の村づくり宣言～健康長寿日本一の村を目指して～
西目屋村は、平成26年11月16日（日）に開催した村民文化祭にて地域一丸となって健康増進を図る「健康長寿で生涯現

役の村づくり宣言」をし、『長寿日本一の村』を目指すことを誓いました。
当日は、宣言時の立会人（見守り）として、沢田内科医院院長 沢田美彦 氏、弘前大学大学院医学研究科長・医学部長 中路

重之 氏、中南地域県民局地域健康福祉部保健総室長 山中朋子 氏がお越しくださり、宣言【宣言文・10の村民宣言】について
の祝辞とご助言をいただきました。
10の村民宣言では老若男女15名の村民代表が力強く宣言し、健康意識を高めました。宣言文では関和典村長が村民を代

表して村の進むべき方向性をしっかりと確認しました。また、村長が先頭を切ってメタボ解消ダイエット宣言をし、一緒にメタボ
解消する仲間を募りました。
最後に、会場の約400人が一斉に防災にしめや広報でもお馴染みの吉幾三さんの呼びかけとともに、ラジオ体操をして、

健康づくりに対する意欲を奮い立たせました。
≪宣 言 理 由≫
健康長寿になり、毎日いきいきと暮らすことはすべての人の願いですが、普段自分の健康について気にかける人はあまり

多くはありません。自分自身や身近な人が病気になった時やライフイベントの節目の際に初めて「健康」を意識される方が多
くみられます。一般的に、何事も継続するためには、ある程度のルールに基づいて、そしてみんなでやることが効果的です。
そこで、今回の「健康長寿で生涯現役の村づくり宣言」というルールを策定し、これをきっかけとして、まずは自分自身の生

活や体の状態と向き合い、さらには、家族、学校、地域全体、かつ、すべての世代で健康づくりの意識をもち、そして一人ひとり
目標を掲げることとします。
この取り組む姿勢こそが、村の健やか力を高め、村民一人ひとりの健康寿命を延ばします。生涯の限りある時間を有意義な

ものとし、病気治療のための通院時間を少しでも減らすことを目的に、このたび『健康長寿で生涯現役の村づくり宣言』をする
こととしました。
【宣 　 言 　 文】
世界自然遺産白神山地に抱かれた緑豊かな自然環境のもと、村民一人ひとりが尊重され、心身ともに健康で、充実した人生

を歩むために、生きがいを見つけながら日々の生活に満足した暮らしを続けられることは、すべての村民の願いであり、希望
です。
この思いを実現するため、村民と行政が一体となって健康づくりや生きがいづくりに取り組むことはもちろん、村民一人ひ

とりが「健康は自分自身や家族に贈ることのできる最高のプレゼント」と認識し、自ら積極的に健康づくりに努めることを誓い、
ここに「健康長寿・生涯現役の村づくり」を宣言します。
【10の村民宣言】
①1日1回は自分（家族）の健康を考える（実践する）時間を作り、進んで健康づくりに努めます。
②生きがいや目標を持ち、日々の生活を魅力あるものにします。
③笑顔で挨拶（「おはよう」「こんにちは」「こんばんは」）し、積極的にコミュニケーションを図ります。
④1日合計でラーメンどんぶりに入るくらいの野菜（350g以上）を食べることや塩分を10g未満にすることを目標とし、1
日3食バランスよく食に感謝しながらおいしく食べます。

⑤日々の生活の中で体を動かす量（近くへは歩いていく等）を意識的に増やし、自分にあった運動習慣（ラジオ体操等）を身
につけ実践します。

⑥たばこの健康影響を知り、禁煙に努め、子どもがいる場所等での受動喫煙防止を徹底します。
⑦歯と口の健康を維持するため毎日の歯磨きを実践し、毎月8日の歯っぴーデイには歯ブラシを交換し口腔ケアに努めます。
⑧休肝日を決め、お酒は健康にちょうどいいあんばい（節度ある適度な飲酒量）で楽しみます。
⑨毎年1回は健診を受け、自分の健康状態を知り、生活習慣病予防や重症化予防に努めます。
⑩地域見守り隊の一員としての意識を持ち、地域のつながり強化に努めます。

お知らせと協力のお願い
平成26年11月11日より役場庁舎内が完全禁煙となりました。また、中央公民館と合わせて県事業である『空気クリーン

施設』に認定されましたので、村民の皆さまのご協力をよろしくお願いします。

沢田美彦先生
病気がある人ない人に関わらず、
誰もが充実した人生を送る権利が
あります。健診を活用し、病気の早
期発見早期治療を心掛け、仮に病
気になった時は、私は皆さんの役
に立ちたいと思います。

中路重之先生
健康は人生の最後の目標では
ありません。生きがいを持って
楽しく生活することが大切で、
できれば健康でいた方が好ま
しいです。ぜひ、日本一の長生
きの村にしていきましょう。

山中朋子先生
村の宝である子ども達を健やかに育てるため、禁煙に
ご協力ください。また、ご高齢の方は、病気にならない
ことも大切ですが、体の機能を落とさないために、地
域活動に参加したり、運動をして体の筋肉を保つこと
に努めてください。元気な高齢者がいきいきと活動す
る姿が見える村になるよう願っています。

先生方
の
ご助言
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園では、1月13日（火）に新年の
つどいがあり、凧作りにチャレンジし
ました。みんな思い思いに絵を描き、
カラフルな凧ができていました。

1月15日（木）に、雪あそびをスタートさせました。お天気の良い日は
外に出て、雪あそびを楽しんでいます。雪だるまを作ったり、お城を作った
り、雪の上を走ったり、、、と、各クラス年齢に合ったあそび方で、楽しんで
いるようです。
お天気の良い日がたくさん続くといいですね～！

◆球技大会
2学期終業式の日の午前に、恒例の球技大会が開
催されました。西中の球技大会もこれが最後となり
ました。種目はバスケットボールで、全校が6チーム
に分かれ、日頃の体育の時間と休み時間の成果が発
揮されました。

雪かきボランティア
毎年、雪が降り始めると朝の雪かきボランティア活
動が始まります。今季のように12月早々からの豪雪
に小学校の雪も大変な量になっています。道路は村
の除雪が入りますが、児童玄関のたたきや歩道とし
て使われている１階のベランダ部分については、技
能主事の鈴木さんが概ね一人で作業しています。
除雪機がないのでダンプとスコップの手作業で歩
道と避難口を確保するための雪かきに追われる日々
です。朝は、登校して
きた先生方と子供た
ちが自主的に雪かき
のお手伝いをしてく
れますが、豪雪続き
に今季は大変な作
業となっています。

お年寄りとの交流会（平成26年12月13日）
低学年が地域の高齢者の方々との交流会で昔からの
遊び、お手玉や剣玉などを一緒にやりました。毎年、収穫
感謝祭の日にお手伝いをして下さる老人クラブの方々か
ら遊び方を教えて頂いたり、お話ししたり楽しいひととき
を過ごしました。とかく遊びというとゲームが主流で、一
人遊びの傾向が多くなっている昨今ですが、人とかかわ
る遊びの中で育まれる
大切なことがたくさんあ
ります。自分よりも高齢
な方々を敬う心や目上
に対する言葉遣いも自
然に表現できるようにな
ってほしいと思います。

◆こけしを寄贈していただきました
西目屋中学校の実質閉校のニュースを新聞で見た、平
川市の葛西喜美男氏が全校生徒に手彫りのこけしを贈呈
してくださいました。いただいたこけしには、後日生徒が授
業の中で顔などの絵付けをして、世界に一つしかない自
分だけのこけしを完成させました。こけし1本1本に手書
きされた「芯の入ったやさしい人に」という葛西氏からの
メッセージとともに、記念として大切にしたいと思います。



キャラクター部門

　歯のキャラクターで賞をもらうのは初めてでとてもうれしいです。妖怪ブームに便乗して、歯の妖怪「はでるん」を
つくり、書きました。これからもかわいいキャラクターをつくっていきたいと思いました。

　歯のイラストが入賞して嬉しいです。イラストを描くのは初めてだったけど一生懸命考えて描けたのでよかったです。

　僕はこの３年間の中で入賞したのは初めてなのでとてもHAPPYです。あの強敵二人には負けましたが他のみん
なには勝ったのでホットしました。またこういう機会があったら次こそは１番をとりたいです。
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西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき西目屋 健康広場いき いき

無料で、血液サラサラ測定検査（血流が目で見えます）・姿勢ゆがみ測定検査を実施します！夜の８時まで実施してい
ますので、仕事帰りにぜひご利用ください。
さらに、特別記念講演として沢田内科医院の沢田美彦先生や全国各地で講演活動を行っている長島寿恵先生をお
呼びしておりますので、ぜひご聴講ください。
自分の健康状態を知る大切さ、そして、生活習慣病の予防や改善するためのポイントを知り、ぜひ、来年度の無料
健康診断を活用するようにしましょう！申し込みは３月中に保健協力員等がご自宅にお伺いします。

日時　平成２７年２月２７日（金）　場所　中央公民館　大研修室
内容　13:50～14:50　講演①『からだの調子がよくなる動き方・休み方』長島先生
　　　15:00～16:00　講演②『糖尿病など血管の病気について』沢田先生

※ひとりで悩まないで、まずは相談してください。西目屋村役場 住民課 保健師　成田・中村　電話番号　８５-２８０４

いきいきポイント①　健康長寿で生涯現役の村づくり宣言記念事業のお知らせ

去る１１月１６日（日）、村民文化祭にて『歯の健康コーナー』を開催しま
した。
村民総合歯科健診やブラッシング指導、位相差顕微鏡コーナー、ピロリ
菌コーナー、食生活改善推進員コーナー、サンスター株式会社による模
擬店にたくさんの方がご来場くださいました。
そして、西目屋中学校の生徒さんが作成した歯の健康に関する標語・

キャラクターを掲示させていただき、村民の皆さまにそれぞれ気にいっ
た作品に投票して頂きました。集計の結果、たくさんの方が投票（投票数
１０３票）してくれました。ありがとうございました。
また、１２月１５日（月）に標語部門、キャラクター部門、それぞれ
最優秀賞（１名）、優秀賞（２名）の受賞された方に対して、村長より
表彰状の授与と記念品（サンスター株式会社さんより）の贈呈があ
りました。

いきいきポイント②　村民総合文化祭標語キャラクター表彰式を行いました！

【特設コーナー】13：00～20：00（※ただし、13：40～16：10頃は実施しません）
　　　　　　　 ①血液サラサラ測定検査　②姿勢ゆがみ測定検査　③個別栄養相談（管理栄養士対応）
　　　　　　　 ④個別健康相談（保健師対応）→できれば健診結果表等を持参ください。

▲受賞しての感想▲
標語部門

　　　　　　「食べ物は　虫歯菌の　えさじゃない」
　最優秀賞になれて、うれしいです。「食べ物は虫歯菌のえさじゃない」は、食事をした後、しっかりと、歯みがきをし
てくださいという気持ちをこめて書きました。覚えやすいと思うので、歯みがきがめんどくさいと思う時でも、この
標語などを思い出して、歯みがきをしようという気持ちになってくださったら嬉しいです。

　　　　　　「イケてるメンズは　歯が命」
　去年に続き、今年も賞をとることができてうれしいです。

　　　　　　「大きな口　開けて笑えば　きれいな歯」
　初めて入賞することができてとてもうれしいです。笑ったときにきれいな歯がのぞくように歯みがきを頑張って
いきたいです。

最優秀賞：西澤怜央

最優秀賞：桑田　葵

優 秀 賞：堀川　心

優 秀 賞：三上頼哉

優 秀 賞：成田鈴花

優 秀 賞：米澤愛樹

優秀賞
堀川　心

最優秀賞
桑田　葵

優秀賞
三上頼哉
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門
学
校
等
に
修
学
す
る
の
に
必
要

　

な
経
費
。

・
貸
付
限
度
額

　

高
校　

月
３
万
５
千
円
以
内

　

高
専　

月
６
万
円
以
内

　

短
大　

月
６
万
円
以
内

　

大
学　

月
６
万
５
千
円
以
内

▽
就
学
支
度
費
…
高
等
学
校
、大
学
又
は
高

　

等
専
門
学
校
等
へ
の
入
学
に
際
し
必
要

　

な
経
費
。

・
貸
付
限
度
額　

50
万
円
以
内

※
貸
付
利
子
は
、教
育
支
援
費
及
び
就
学

支
度
費
と
も
に
無
利
子
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

社
会
福
祉
法
人
西
目
屋
村　

社
会
福
祉

　

協
議
会（
℡
８
５‐
２
２
５
５
）へ
。

村
が
魅
力
あ
る
地
域
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、こ
れ

ま
で
多
く
の
新
し
い
政
策
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。様
々
な
か
た
ち
で
テ
レ
ビ
、新
聞
等

で
報
道
さ
れ
、村
は
良
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
。特
に
、子
育
て
支
援・農
業
振
興
対
策
等
は
現
に

政
策
と
し
て
村
民
の
日
常
生
活
に
役
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、ご
理
解
い
た
だ
け
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

何
の
た
め
に
そ
こ
ま
で
し
て
努
力
し
て
い
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、こ
れ
に
は
我
が
村
の
発
展

を
著
し
く
遅
ら
せ
邪
魔
し
て
き
た
と
い
っ
て
い
い
足
の
引
っ
張
り
合
い
に
よ
る
政
争
を
、無
く
し

て
い
く
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。対
立
と
争
い
と
い
う
高
い
授
業
料
を

払
っ
て
得
た
教
訓
を
、身
の
丈
に
合
っ
た
無
理
の
な
い
自
立
と
共
生
を
目
指
す
こ
れ
か
ら
の
針

路
と
し
て
、ま
と
ま
り
の
あ
る
村
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
な
ん
で

す
。今

こ
そ
一
丸
と
な
っ
て
、生
き
残
り
を
か
け
た
村
政
運
営
を
す
る
こ
と
が
民
意
に
沿
う
も
の

で
あ
り
、我
が
村
に
は
、現
在
も
、こ
れ
か
ら
も「
政
争
を
繰
り
返
す
時
間
は
な
い
ん
だ
」と
言
う

こ
と
を
私
自
身
、役
場
職
員
一
同
も
、新
年
に
あ
た
り
心
か
ら
胆
に
銘
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。村

民
皆
さ
ま
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

これからも村民の理解を得ながら、
旧保健センターをグループホームと
して利活用するなど、効率の良い行
財政改革によって、新たな行政サー
ビスを創出していきます。

引き続き、小回りの効く政策展開に
よって地域住民のニーズに対応で
きる行政として、役場職員が村民一
人一人のため、同じ立場と同じ目線
で話し合える役場にしていきます。

教
育
支
援
資
金
の
貸
し
付
け

　〜
生
活
福
祉
資
金
〜

お
知

ら
せ

平
成
27
年
度
赤
十
字
社
員
増
強
・

社
資
増
収
運
動
の
お
知
ら
せ

お
知

ら
せ



6『世界遺産と水源の里 にしめや』 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2015. 2月号〉

の
用
心

火
の
用
心

火

消
防
だ
よ
り

平成26年12月
救急 火災

救助 遭難

件
数
累
計

件
数
累
計

14
154

0
1

0
0

0
1

目屋分署管内
出動状況

　

住
宅
火
災
か
ら
み
な
さ
ん
の
大
切

な
生
命
を
守
る
た
め
に
、平
成
２０
年
よ

り
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
、７
年
が
経
過
し
ま
し

た
。お
宅
で
は
設
置
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　

最
近
、住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
る

方
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。今
後
も
高
齢

化
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、住
宅
火
災

で
亡
く
な
る
方
が
さ
ら
に
増
加
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

当
事
務
組
合
管
内
で
は
、住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、

「
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
」、ま
た「
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
う

事
例
が
た
く
さ
ん
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
お
宅
が
あ

り
ま
し
た
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

早
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、消
防
職
員
は「
消
火
器
、住
宅

用
火
災
警
報
器
」な
ど
の
訪
問
販
売
を

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
十
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

　

冬
に
入
り
、暖
房
器
具
の
取
扱
い
が

多
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。暖
房
器
具

が
原
因
で
火
災
が
起
こ
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
は
適

切
に
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

暖
房
器
具
を
取
扱
う
場
合
は
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
カ
ー
テ
ン
の
近
く
に
ス
ト
ー
ブ
を

　

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ

　

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

　

も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

④
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
す
る
と
き
や
給

　

油
す
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま

　

し
ょ
う
。

⑤
給
油
後
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
栓
を
き

　

ち
ん
と
締
め
、油
の
ふ
き
こ
ぼ
し
に

　

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
外
出
す
る
と
き
は
ス
ト
ー
ブ
を
消

　

し
、火
が
消
え
た
の
を
確
認
し
て
か

　

ら
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

暖
房
器
具
の

　
　
取
扱
い
に
注
意
！

就
学
援
助
費
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

父
母
の
病
気
等
、家
庭
の
事
情
に
よ
る

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
小
・
中
学
校
に
就

学
困
難
な
児
童
、生
徒
に
つ
い
て
は
、学
用

品
、学
校
給
食
等
必
要
な
援
助
を
行
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、家
庭
の

所
得
状
況
等
い
ろ
い
ろ
審
査
事
項
が
あ
り

ま
す
が
、学
校
に
納
め
る
お
金
の
こ
と
で

お
困
り
の
方
は
、各
学
校
及
び
教
育
委
員

会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
、各
学
校
及
び
村
の
教
育

委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
年
の
４
月
か
ら
希
望
す
る
場

合
は
３
月
１３
日（
金
）ま
で
に
各
学
校
及
び

教
育
委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

村
で
は
、平
成
27
年
４
月
か
ら
奨
学
金

を
希
望
す
る
方
の
募
集
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

３
月
20
日（
金
）ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在
学
す
る
優

秀
な
学
生
及
び
生
徒
の
う
ち
、経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

▽
貸
付
額

①
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の

　
　

学
校
に
在
学
し
て
い
る
方　
　

　

月
額
１
５
、０
０
０
円（
限
度
額
）

②
大
学
院
、大
学
、短
期
大
学
、専
門
学

　
　

校
ま
た
は
こ
れ
と
同
程
度
の
学
校
に

　
　

在
学
し
て
い
る
方

　

月
額
５
０
、０
０
０
円（
限
度
額
）

▽
返
還
方
法

貸
与
を
受
け
た
金
額
を
卒
業
１
年
後
か

ら
10
年
以
内
に
本
人
の
希
望
に
よ
り
一

括
・
半
年
賦
・
ま
た
は
年
賦
で
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
貸
付
利
息

無
利
息
で
す
。

▽
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
の
際
に
は
、次
の
書
類
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
奨
学
生
願
書（
教
育
委
員
会
備
え
付

　
　

け
）

②
在
学
証
明
書（
４
月
末
ま
で
）

③
学
業
成
績
証
明
書（
中
学
校
・
高
校
の

　
　

成
績
証
明
）

④
所
得
証
明
書

⑤
そ
の
他
教
育
長
が
必
要
と
認
め
る
書

　

類

▽
奨
学
金
の
決
定

教
育
委
員
会
で
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
学
務
係

℡
８
５
‐
２
８
５
８

西
目
屋
村
奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　後期高齢者医療制度に加入している方で医療保険と介護
保険の自己負担額(注)の両方の支払いをした方が支給の対
象となります。世帯内に後期高齢者医療制度に加入している
方が複数いる場合は、世帯で合算します。

　毎年8月1日から翌年7月31日までの1年間です。
　
　医療保険と介護保険の自己負担額の合計が、所得区分に
応じた自己負担限度額（表）を超えた場合に、その超えた額
が支給されます。
　ただし、超えた額が500円以下の場合は支給対象となり
ません。

　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、2月下
旬に青森県後期高齢者医療広域連合から支給申請のお知
らせをお送りします。お知らせが届いた方は担当窓口に申
請してください。
　また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した
方や転入してきた方等がいる世帯には、支給対象となる世
帯でも、支給申請のお知らせが送られない場合があります
ので、対象になると思われる方は担当までお問い合わせく
ださい。　　　　　担当　住民課　住民係 85-2803

○申請に必要なもの
　・支給申請書
　・後期高齢者医療被保険者証
　・介護保険被保険者証
　・印鑑（認印）
　・通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提
　出が必要です。（事前に提出した場合は不要です。）
※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状
　が必要です。
※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合は、
　市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険
　や他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負担額
　がある場合は、それらの保険の自己負担額証明書が
　必要です。

低所得Ⅱ：
　世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：
　世帯員全員が住民税非課税の方
　のうち、世帯員全員の各所得金額
　が０円の方
(注)自己負担額は支払った額から高
額療養費や高額介護（予防）サービス
費を除いた額です。

後期高齢者医療　高額医療・高額介護合算療養費支給申請のお知らせ
☆支給対象者

☆対象期間

☆支給額

☆支給申請

相 談 内 容

農業経営相談を実施しています

場　所：中南地域県民局地域農林水産部農業普及振興室
時　間：９：００～１７：００　　電　話：33-2903

※日時や場所は、都合によって変更する場合がありますので、必ず電話で確認してからおいでください。

※決算書や作付作物・面積など、営農状況が分かる資料をお持ちください。

所得区分 自己負担限度額

現役並み所得

一 般

低 所 得 Ⅱ

低 所 得 Ⅰ

表

平成26年度産の米価下落等で農業経営に悩みのある農家の皆さんは、気軽にお出でください。

相談項目 内　　　　　　容

資 金 繰 り 対 策

経営転換、規模拡大

経営所得安定対策

新 技 術 の 導 入 等

年内・次年度以降の資金繰り、既往借入金の借入条件緩和

認定農業者となるための手続き（経営改善計画の作成）
ゲタ、ナラシ対策の加入手続き
水稲直播栽培などの低コスト技術、飼料用米の栽培技術
転作作物の収量・品質向上技術など

有利な作物選定、飼料用米への取組、作付計画検討
農地中間管理機構の活用、設備投資等の各種支援事業

市町村名 ２　月 ３　月 時　間 相談場所 電　話

西目屋村 20日(金)  9日(月) 役場会議室10:00～12:00 役場産業課
85-2801

移動相談日1

常設相談日2

６７万円

56万円

31万円

19万円
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油流出事故防止について
　家庭や事業所から油や薬品などが流れ出す水質事故が多発しています。
水質事故が発生しますと、側溝や水路を通じ河川に流れ出ることもあります。河川は、
水道用水、かんがい用水などとして利用されていますので、水質事故は地域全体に影
響を及ぼし、動植物にも影響を与えます。水質事故の処理にかかった費用は、原因者の
方に負担していただく場合があります。
　厳冬期を迎え、灯油を扱う機会が多くなっています。ご家庭や事業所で、タンクの状
況の再確認、除雪作業時の破損事故に注意しましょう。
　安全で安心な生活のためにご協力をお願いいたします。
　事故を起こした場合また発見した場合は、役場、消防署、警察署等へご連絡ください。

　本格的な降雪期を迎え、屋根からの落雪によるプロパンガスボンベの転倒や配管の
損傷によるガス漏えい事故の発生が心配されます。
　次の事項に注意し、ガス設備の雪害対策をお願いいたします。

落雪によるガス漏れ事故にご注意を！
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２月9日より
戸籍事務がコンピュータ化されます

　戸籍事務の迅速化、効率化など行政サービスの向上を図るため、昨年7月より準備を進
めてきた、戸籍事務のコンピュータ処理がスタートします。
　これにより証明書の発行時間が短縮されます。

＊名称………「戸籍謄本」が『全部事項証明書』、「戸籍抄本」が『一部事項証明書』
＊記載内容…文章体から項目別（本籍・氏名・出生・婚姻等）
＊数字………漢数字「壱・弐・参…拾」から算用数字『１・２・３…１０』

　証明書は偽造防止のため、特殊な用紙を使用し、村長印も電子印（黒色）に変わります。

〜
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

　
　
　

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

相
続・成
年
後
見・借
金
問
題・家
族
間
の
問

題
等
法
律
の
関
係
す
る
お
悩
み
を
抱
え
た
女

性
の
た
め
に
、女
性
司
法
書
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た
皆
様
、女
性

な
ら
聞
い
て
も
ら
え
る
、話
せ
る
、と
思
っ
て

お
ら
れ
る
皆
様
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

２
月
２８
日（
土
）10
時
〜
16
時

▽
場
所

ア
ス
パ
ム
５
階「
あ
す
な
ろ
」「
白
鳥
」

青
森
市
安
方
１
丁
目
１-

40

℡
０
１
７‐

７
３
５‐

５
３
１
１

▽
主
催

青
森
県
司
法
書
士
会

※

相
談
は
無
料
で
す
が
、具
体
的
な
手
続
き

が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、別
途
費
用
が
か

か
り
ま
す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、右
記
日
時
以
外
で
も
青
森
県
司
法

書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
０
１
２
０‐

９
４
０‐

２
３
０
）へ
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
相

談
の
ご
案
内
や
ご
相
談
内
容
に
応
じ
た
お
近

く
の
司
法
書
士
の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

青
森
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
１
７‐

７
７
６‐

８
３
９
８

女
性
の
た
め
の
女
性

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

全部（一部）事項証明書　　　　450円
改正原戸籍（今までの紙戸籍）　750円
除籍謄本　　　　　　　　　　750円

　＊不明な点は住民課へお問い合わせください。
　　Tel：85-2803（直通）

【主な変更点】

【 手 数 料 】

【旧様式】 【新様式】

本　　　籍

氏　　　名

戸籍事項

　戸籍編製

青森県中津軽郡西目屋村大字田代字稲元１４４     

西目屋　太郎

【改製日】平成２７年２月７日
【改製事由】平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

【名】太郎     
         
【生年月日】　昭和５１年１月１日  【配偶者区分】　夫   
【父】西目屋一郎     
【母】西目屋花子     
【続柄】長男  

【出生日】昭和５１年１月１日     
【出生地】青森県中津軽郡西目屋村     
【届出日】昭和５１年１月４日     
【届出人】父     
【婚姻日】平成１６年４月３０日     
【配偶者氏名】青森花子　     
【従前戸籍】青森県中津軽郡西目屋村大字田代字稲元１４４　西目屋一郎

【名】花子     
         
【生年月日】昭和５５年２月２日  【配偶者区分】　妻   
【父】青森次郎     
【母】青森桃代     
【続柄】長女  

【出生日】昭和５５年２月２日     
【出生地】青森県弘前市     
【届出日】昭和５５年２月４日     
【届出人】父     
【婚姻日】平成１６年４月３０日     
【配偶者氏名】西目屋太郎     
【従前戸籍】青森県弘前市大字上白銀町１　青森次郎    

以下余白

身分事項
　出　　生

　

　婚　　姻 

戸籍に記録されている者

戸籍に記録されている者

身分事項         
　 出　　生     
         
　

　 婚　　姻

発行番号  00001

これは、戸籍に記録されている事項の全部を証明した書面である。         
         

村長印

（1の1） 全 部 事 項 証 明

平成２７年２月７日        
    　　　　青森県中津軽郡西目屋村長 関　和典
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動
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減
免
制
度
の
お
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ら
せ
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近年続く異常気象に備えて

２７年産総合短縮・特定危険方式申込受付中！
～申込締切は平成27年3月25日です～

り ん ご 共 済

【総合短縮方式】（冬期間の災害は除く）
●対象となる災害 … 自然災害（水害含む）、鳥獣害など
●対象となる割合※１ … 畑ならし計算型は３割、畑ごと計算型は４割以上の被害から共済金が支
　　　　　　　　　　　　払われます
【特定危険方式】
●５のプランによる災害に対応（１つのプランを選びます）※２　
　①風プラン　　②ひょうプラン　　③霜プラン　　④風・ひょうプラン　　⑤風・ひょう・霜プラン
●対象となる割合※１ … 畑ならし計算型は２割、畑ごと計算型は３割以上の被害から共済金が支
　　　　　　　　　　　　払われます
　※１ 畑ならし計算型（すべての畑での減収量で計算）、畑ごと計算型（畑ごとの減収量で計算）
　※２ 園地ごとに異なるプランを選ぶことはできません

　国が掛金の半分をあらかじめ負担！　
　防風ネット・防霜ファンがあればさらに割引！

【問い合わせ先】
　ひろさき広域農業共済組合　　☎２８-５７００

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手

帳
、療
養（
愛
護
）手
帳
、精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
方
と
生
計
を
一
に
す

る
方
が
、こ
れ
ら
の
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
の
生
業
、通
院
、通
学
な

ど
の
た
め
に
自
動
車
を
使
用
し
て
い

る
場
合
で
、そ
の
障
害
の
程
度
や
自
動

車
の
使
用
状
況
な
ど
が
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
と
き
に
は
、申
請
に
よ
り
自

動
車
税・自
動
車
取
得
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、中
南
地
域
県
民
局
県
税

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課　

℡
３
２‐

４
３
４
１

　

平
成
27
年
４
月
入
校
生
を
左
記
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科
名
及
び
募
集
定
員

　

造
園
科　

15
名

　

配
管
科　

20
名

訓
練
期
間

　

両
科
と
も
１
年

　
（
平
成
27
年
４
月
〜
28
年
３
月
）

応
募
資
格

　

職
業
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関

す
る
知
識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
者

願
書
受
付
期
間

　

１
月
５
日（
月
）〜
２
月
12
日（
木
）

試
験
日

　

２
月
19
日（
木
）

　

詳
し
く
は
、最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

℡
３
２-
６
８
０
５

青
森
県
立

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

《
平
成
27
年
度

　
　
　
　
入
校
生
募
集
》
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車
検
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

例
年
３
月
は
、名
義
変
更（
移
転
登
録
）・
廃

車（
抹
消
登
録
）・
住
所
変
更
等（
変
更
登
録

等
）・
車
検（
継
続
検
査
）の
手
続
き
で
、運
輸
支

局
及
び
事
務
所
の
窓
口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

特
に
、３
月
中
旬
頃
か
ら
月
末
に
か
け
て
徐
々

に
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
申
請
者
の
皆
さ
ん

に
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

名
義
変
更
や
廃
車
等
の
手
続
き
は
、混
雑
を

さ
け
待
ち
時
間
が
少
な
い
３
月
14
日
以
前
に

手
続
き
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、車
検（
継
続
検
査
）は
１
ヶ
月
前
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、３
月
下
旬
に

集
中
し
な
い
よ
う
お
早
め
に
受
検
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
車
検
に
つ
い
て
は
、左
記
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
検
査
予
約
サ
イ
ト
等
に
よ
り
検

査
予
約
を
行
っ
て
下
さ
い
。予
約
操
作
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、自
動
車
検
査
予
約
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
で
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、軽
自
動
車
は「
軽
自
動
車
検
査
協

会
」が
手
続
き
窓
口
に
な
り
、手
続
き
方
法
等

が
違
い
ま
す
の
で
、ご
注
意
下
さ
い
。

○
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

　

青
森
市
大
字
浜
田
字
豊
田
１
３
９‐

１
３

　

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス（
情
報
案
内
）

　

℡
０
５
０‐

５
５
４
０‐

２
０
０
８

○
青
森
運
輸
支
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
tb.m

lit.go.jp/tohoku
/am

/am
-index.htm

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
必
要
書
類
の
確
認
、委

　

任
状
等
の
取
得
が
可
能
で
す
。

○
自
動
車
検
査
予
約
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

℡
０
５
７
０‐

０
３
０‐
３
３
０

　
（
９：
00
〜
18
：
00
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
お
早
め
に

平
成
26
年
分
の
確
定
申
告
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
、納
税
の
期
限
は
、平
成

27
年
3
月
16
日（
月
）ま
で
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、税
額
な
ど
が
正
し
く
計
算
さ

れ
、計
算
誤
り
の
な
い
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
、消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書

な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。作
成
し
た

デ
ー
タ
は
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、印
刷
し
た

「
書
面
」に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 弘

前
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
動
車
の
名
義
変
更
・
廃
車
手
続
き

及
び
車
検
は
お
早
め
に
！

農
業
集
落
排
水
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）は
、

水
環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
態
系
な

ど
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
生
活

排
水
を
集
め
て
、き
れ
い
な
水
に
処

理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、農
業
用
排

水
及
び
河
川
の
水
質
改
善
を
図
り
、

快
適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
便
所
改

造
工
事
を
す
る
場
合
は
、役
場
建
設

課（
℡
８
５
‐
２
８
０
２
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い
た

か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調

べ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者
及

び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、各
種
手

続
き（
共
済
手
帳
の
紛
失
、退
職
金
の

請
求
等
）の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、

で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速

や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
、ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

℡
0
3
‐
6
7
3
1
‐
2
8
8
7

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

　

案
内
し
て
お
り
ま
す
。

http://w
w
w
.rintaikyo.taisyokukin.

go.jp/

TEL 017-761-5303
FAX 017-761-5311

地球にやさしい
　情報化社会
　　をめざして



　「
戸
籍
の
窓
」は
原
則
と
し
て「
本
籍
が
西

目
屋
村
に
あ
る
方
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
ま
た
当
村
に
本

籍
が
な
く
て
掲
載
を
希
望
す
る
方
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、必
ず
広
報
係
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

12
月
届
出
分（
敬
称
略
）

戸
籍
の
窓

自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2015. 2月号〉12『世界遺産と水源の里 にしめや』

にし
めや

ズー
ムアップ

編集
後記

すでにご覧になった方もいらっしゃると思いますが、現在西目屋テレビ（11チャンネル）にて
「あの時のにしめや」映像を放送しております。昭和４０年代の昔なつかしい映像など、時代の
変化を感じることのできるものとなっております。まだご覧になっていない方はぜひご覧くだ
さい！ 【バス路線もかわりました】

おくやみ

香坂　サキ 村市（81）

　
　
　

厳
寒
の
中

　
　
　
　
　

弘
前
市
・
西
目
屋
村
消
防
団
出
初
式

おしあわせに

對馬　竜二
（大鰐町）

工藤　梨沙
（田代）

編集
後記

（　）は前月比

村の人口

世帯数：555世帯（－1）
合計： 1,４73人（－1）
女性： ７60人（－1）
男性： ７13人　（0）

（H26.12月末現在）

１
月
12
日（
月
）、弘
前
市・西
目
屋
村
消
防
団
の
出
初
式
が
弘
前
市

土
手
町
地
区
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、一
時
雨
が
降
り
つ
け
る
厳
し
い
寒
さ
の
中
、約
40
名
の
本

村
団
員
は
、災
害
な
き
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
、来
賓
や

観
覧
し
て
い
る
家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、分
列
行
進
や
機
械
点
検

な
ど
勇
壮
な
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、式
典
で
は
11
名
の
団
員
に
対
し
、長
年
の
消
防
団
活
動
の
功

労
を
称
え
て
、優
良
消
防
団
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
西
目
屋
村
長
表
彰（
敬
称
略
）】

▽
精
績
章

竹
内　
　

浩
（
副
分
団
長
）

【
西
目
屋
村
消
防
団
長
表
彰（
敬
称
略
）】

▽
成
績
章

　

石
田　

武
広
（
分
団
長
）　

竹
内
賢
一
郎
（
班
長
）

　

桑
田　

高
広
（
団
員
）　
　

田
村　

裕
幸
（
団
員
）

　

澤
田　

尚
希
（
団
員
）　
　

西
澤　
　

彰
（
団
員
）

　

石
田　

勝
広
（
団
員
）　
　

桂
田　

篤
志
（
団
員
）

　

中
村　
　

純
（
団
員
）　
　

佐
藤　

貴
大
（
団
員
）
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